
1

令和５年度
チャレンジウィークの取り組みについて

令和５年10月26日（木）

明石市地域自立支援協議会 しごと部会
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明石市地域自立支援協議会
• 地域の関係者が集まり、課題

の共有と解決に向けた活動を

するために協議を行うもの

（障害者総合支援法第89条第3項の2）

自立支援協議会とは？

• スローガンは、目指せ就労！

• 障害のある方の就労に関する

ことをテーマに活動「目指せ

就労！」をスローガンに、

「“その人にあった働き方”を選

択できる社会」の実現を目指

します。

しごと部会とは？
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このテーマに取り組んだ背景
平成２８年の活動より

明石市内の実習先は必ずしも少なくはないが、

選択できる業種が限られている（既存事業の調査結果）

今以上の働き方を望む人は少なからずいるが、就労経験が無く、

具体的に働くイメージを持てていない（B型事業所への調査結果）

就労継続支援B型事業所に“会社で十分に働く力のある人”がいる（委員報告）

課題①

課題②
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チャレンジウィークが生まれるまで

お花屋さん
ではたらい
てみたい

パン屋さん
になりたい

な

はたらくっ
てどういう
こと？

なにができる
のか？

うちには任せる仕
事なんてないよ…

障害者ってど
んな人？

障害があるって
どういうことな
んだろう

どう接したらい
いかわからない

…

本人 事業所 地域
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『中学生のトライやるウィーク』のイメージ

これを参考にして、
チャレンジウィークと命名！

身近な地域で、中学生がのび
のびと職場体験している風景を
地域の方が優しく見守っている。
本人の働く体験・事業所の活性
や意識改革・地域の受け入れや
理解、これらが自然と受け入れ
られてきた。

↓

この形を「障害のある方が地域
で当たり前にはたらくためのス
テップに」
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平成30年度 就労継続支援B型職員への説明会

31名の利用者から申し込みを得て、
18の事業所で実習することに！
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協力企業一覧

平成30年度チャレンジウィーク登録事業所（一部） 7

チャレンジウィークの実施
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効果検証＝“効果はあった”

• 仕事をすることの大切さを知った

• この機会を次に生かしていきたい

利用者の感想

• 作業スピードが思った以上に早かった

• ミスなく仕事をしようとしているのが

伝わった

企業の評価

無回答

6.0%

受け入れたい

94.0%

次年度以降の受入れ可否

平成30年
企業への事後評価アンケート（N=18） 9

• 就労イメージの確立

• 自己肯定感の向上

• 就労意欲の喚起

利用者への実施効果

• 障害に対する理解の深化

• 雇用促進

企業への実施効果

• 相互理解

• 地域への啓発活動

地域への実施効果

効果検証＝“効果はあった”
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令和５年度のチャレンジ！チャレンジウィーク

●期間…10月～翌年１月までの４か月間（月～金曜日）

1日～３日間程度の体験期間とする。

オリエンテーションの際、受け入れ事業所と実習者間で決定する。

●対象者…Ｂ型事業所の利用者

①企業で働いたことのない方・不安がある方が企業で就労体験が次

のステップを考える機会となっていること

②実習内容が個別支援計画もしくはサービス等利用計画に位置付け

られていること、もしくは支援者が就労の可能性を見出している方

●これまではＢ型事業所の職員だけの参画であったが、今年度より相談支援専
門員も参加することなった。利用者の就労に関する意向の再確認と、それに伴
う「個別支援計画」や「サービス等利用計画」の見直しであり、相談支援専門
員の関与が必須となる。 11


